
8  ラ イ麦、大麦による本
一ルクロツフ

°
サイレージの調製

について

1  背 景 と特徴

小規模な岩手の吾産農家では限られた経営面積の中で、高い栄養収量を期待できる飼料作物

の利用が望まれる。これまでの牧草に加えて 1年性作物である麦類の飼料作4勿としての栽培は、

家畜糞尿や堆磁肥め充分な土地違元を可能にし、しかもより高い収量が期待できる。さら1/C友

頚は家畜への年間飼料の平衡給与や高い収穫調製の作業能率などの点で有利なサイレ
ージの調

製1/C適した作物である。

以上のようなことから、牧革1/C加えてとうもろこしのほかrC友頻を輪作栽培体系の中で生産

し、利用することが有効と考ぇら4る。

ここでは麦類のホールタロップサイレ
ージとしての調製技術について検討した。

2  技 術 内容       :

1)牧 草ととうもろこしに友類を加える輪作体系は、土地の高度利用や劇料作物の収童拡大、

家畜糞尿の土壌述元の点で有効である。

2)女 熟期の乾物収量は出穂期に比較して、ライ麦で 1.6倍、大麦で 2.2倍となる。とりわ

け子実の増加でエネルギ
ー収量が増D「Hし、このことはサイレ

ージの良質化ともつながる。

1  3)登
熟の進んだ材料は園化、低水分化 しているため、細断と加屋によって空気の排除1密

度を高め貯威する。

4) ラ イ麦は乾物収量が多いが、単丈が高く開花期以降で倒伏じ易い。大宏は穂重量多く、

エネルギー収量が高い。

5)大 型機械による収穫の場合、倒伏したライタは損失率を多くし、作業能率も低くなる。

その点大友は機械体系により適応する。

6)播 種期の差から、大友は県南部、ライ友は県北部に通する。

7) ラ イ麦は大抜に比べ登熟が遅 く、牧草と収綾朋の競合が避けられる。

3  指 導上 の留意 点

麦類の擢種期ば地域により差があるが、特に大友をとりもるこし跡に作付けじようとすると

き、と多もろこしの収綾則と大友の播種期と競合する地域では、熱期の早いとりもちこしの品

種 の選択が必象である。                    t      i   :
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4  試 験 成績 の概要

1)試 験課題名 :サイレージ調製作業体系試験

2)試 験年次及び場所 昭 51～ 53年 岩 手畜試

3)試 験力法                               ‐

① 材 料 :ライ友 (ペ トク
ーザ )、大麦 (東北皮 14号 )

② 登熟期 ;出穂、乳熱、湖熱、(女熱 )期

③ 収 穫貯戒法 :H IIイ17ハ
ーベスタ使用、

10～ 12tの スタングチイロ、ビニール被覆、古タイヤにて加圧

4)試 飲結果

衷新年次に達した牧草地をとうもろこしの作付に向け、これを9月に収稜 した直後に耕

起してライ友 ・大友を描種し、6～ 7月初めrCホールクロップとして収被 し、サイレ
=ツ

に向ける技術体系を得た。

5)主 裟成果の具体的データ

表-1 大 友 ・ライ麦の栽培体系 (大型椴臓体系による)
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表-2 生 合】段階 と収量変化

大 友

糊熟初期

1 0 0 . 8

3 , 7 0 6

2 6 . 6

9 8 7 6 6

開 花 期

1 7 1 . 1

4 , 5 9 0

24,5

1,124.5

黄 熟 期

100.6

3,742

33.2

1,242,3

乳 熟 期

1 6 7 . 6

4 , 2 6 0

3 2 . 2

1 , 3 7 1 . 7

黄 熟 期

168,8
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35.8

1,423.4
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6 月 2 1 日

3 2 。1

1 3 . 7

5 4 . 2

4 0 . 5

1 2 . 8

4 6 . 7

表-3 生 育段階と部位割合の変化 (%)

6 月 1 2 日 6 月 1 9 日 7 月  8 日

穂

葉

樺
一穂

葉

樺

1 1 . 1

1 2 , 7

7 6 . 2

4 0 , 7

1 2 . 7

4 6 . 6

1 3 . 4

9 . 6

7 7 . 0

1 6 . 3

8 . 8

7 4 , 9

2 7 . 1

4 . 0

6 8 . 9

表 -4 大 型機械収穫の場合の材料の生育段階別収機率

18.4

39.4

48.3

圃場効率

( % )

4 2 . 3

3 6 . 5

0 . 8 6 x 3 合

0 . 6 0 X″

0。5 2 X〃

0 . 5 5 X〃

0 . 8 6×9人

0 . 6 0× 〃

0 . 5 2 X″

0 . 5 5 x″

人・時間歎 り

懸 D的 )

239

177

230

218

備  考

軽油

5 - 6

グ 1 0 a

ライ麦出穂期

″ 乳 熟期

″ tld熟期

生育段階

ライ麦出穂期

〃 乳 熟期

″ 糊 熱期

1 2 3 . 0

1 7 0 . 2

1 6 8 . 0

大技 ・糊熟期 | 100.6 9・9 1   1,242  i    な し  1    100

注 )ラ イ麦出穂期 5月 30日 、乳熟期 6月 16日、糊熟期 6月 30日 、大麦 6月 23日

表 -5 材 料車の生育段階と収穫作業能率

10a当 たり時間

機 械 入 力

0。29X3台 石扇 下 | 476

注 )ハーパスタ :N宜 717、 4輪 トレ
ニラ(3t)3台 使用。スタノクサイロとして貯蔵

表-6 材 料の生育段階別、サイレージの品質 (有機鼓 )

庄 )いずれも10～ 12t程 度のスタンクサイロを使用。

加圧1/fは6■程度の古タイヤ(大型 )。

1,408

作業巾

( c 屁)

作業速度

(,″//sec)

顛憂互「亜王脚麹顛亜轟頭刻臣理豆]三載_型__
出穂期 1開封 3週 後

乳熟期 1開封 直 後

″ 1開 封 5過後 A

24.5 1  4 . 0  1  1 . 0 3  1  0。 26 1 0 . 0 0  1優  (95)

22,4 1 3.9 1 1.21 1 0.37 1 0.05 1優  (83)

姦 1胡熟肋 1開封直後  1 2■
5 1  +混

1 1ヤ
7 1 0ヤ 3上

_ど空二 上堅 、
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表-7 サ イレージの生育段階別卜般組成 (現 物中 %)

(参 考 )材 料の生育段階別消化率

熟 期

物

機 物

賛 白質

乳  熟   舛月 糊

(")

物作 大 友

登

乾

有

粗

粗

Ｎ

粗

5 9

6 0

5 9 61.8

籾  熱  期

6 6 . 4

6 8 . 5

6 3 . 7

7 4 . 1

7 2 . 9

5 8 , . 961       1

注 )ライ麦は出穂期が日本標準飼料成分表、籾熟期は車地試、大麦は東北農試による。

(参考 )大 型機械収穫における材料の生育段階別収量 (利用量 )~――十一―――_―十一―――十一
夏=王王郵王=!作

___控 _二L____ラ _上 _工 _二 二T
登 熟 期 1  出穂 期  | ・乳 熟 期  1  棚 熟 期  1 籾熟
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大友 ・糊熱期 1 74お  | み 5 1 L3 1 12二 十_二 !81 =王 上__

6)残 された問題点

ライ麦の作1伏に対する栽培上、収穫上の対策

S  参 考資料         ―

昭和 51年度試験概象成績書 岩 手畜試
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